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151.複得議齢者の歩数針携務時の主観的管効感が及
{ます効薬.報告2.歩数針携得時の主鋭的有効!惑
が及ぼす血圧低下と血圧コント口一Jレへの効柴
崎 SATプロジェクト111-
。奥野純子 1，~主力絡会13、高機感輝久間務
liY} ï若久松i沼光~1~2、久江守主V~惚2e筑波大学先端浮:怒鋲域紛究センタ…、 2;え淡大学
体育科学:系、 3筑波大学大学校博士談綾人間総会科学
級:究科)
{日的}生活習慣織の一つである潟1(1l.広i立、 j守本のlt;1j齢
者の約抗議日が機感しており、そのコントロール状況U:J.!f:
い a 議鎖Jl立経症高 lÍ1LEEやその{患の動!採鋭化促滋~子をこ文
議することが知iられているが、運動を中断するとその効
来を維持することは凶畿である.報告 1より多数言?をJ集
積するにより、歩数が増加し運動継続に効架があること
が示峻されど.しかし、歩数討をj発信することがlilE降
下やj匙fモコントロ…ル状況へどのように効来をもたらす
かは不明で為る.7!J鈎の記録可能な多数言?を携帯する事
の主銭的有効感と If!l玩低下旬、!f!lJIコントロー )!-.ik況との
関漆を;検討する撃を民的とした. [対象と方法}対象殺:
新潟県M市の能綾教京に参加した者で、自分で運動ができ、
医師から運動を止められていない小高給者.Ji法:綴j)iJ
プ口グラムに基づいたー1)教家で筋力トレ…ニシグ、エ
アロバイク、ストレッチを選2忠!幻自宅で筋力トレー
ニニング、ストレッチを:ilM3 I翠3)歩行は 1R 8000捗を 1:
様とし毎U実絡した.連動開始月、:ヶ対日、 2ヵ月包、 3
ヵ月闘の芥丹のすド.ftu伝行数を求めた.歩数計i立、オムt1
ンの7Ut舟のメモリ…付、 WalkingSty!e !IJ -70(} !Tを徳島J
した.体力議U5主は、文部省のめ品79，投 f誌の新体力?~~j主品積
包を実施し、体均待点を5}とめた，開始時と3ヶ丹後に体力
総訟を行った. IfIlJJ:il!定は、オムロンの家緩J.H滋動Ifn)J:
計で縦走し、逆J}J記録と fí1jlt寺に持iさl~è設し、件n のて1'-1:')
l会lJ.士;を;Rめた. fH，繁盛lJT:はWIIO、JNじらが推鍔ー するSBP
く140mmHg.DBPく90mmH以とした.運動教護熊始時iこ、
年齢、f.+~IJ ， !誇庄溺治療の有?携を自記5:にアンケート鋭査
を行ったー民主巣と考察}参加総数J06名、ラj校30名(28.3%)、
平均年齢 65.80土4.9議(54ωき}歳}で、出血症治療rの者
{ま34名 (32.7%)、身長(土SD):15/1.1土6.7crn.f本意{土
SI) :55.~~ 土 8.7kg，熊野~H 平均1総長期(ill.U:'(土SD):136.7:1 
14.0mmHι 開始Ji平均拡桜鎖血EE(土51):'i5.3土7.6
lllmtlg， 3ヶ丹8平均SBP(土SD): 129.5土1.3mmHι3ヶ
月日平均J)BP(土5D):72.0土0.3I1lmHg. 3ヶ月白まで参
加した者は104名であった. 1)収議員樹立立底的B!づ、 {JLiI長
期Jf!U.f(013P) は、 i重量IHこよち 1 ヶJ1 B から宥:~~な IÜ1U~1底下
が綴察された. 2) 多数寄1-の有効1if・;特効群の各許:で
SsPとDBPはI母鮮とも開始月に北しiゥ月掛から蒜設に低
下した‘ SBPの変化辻、有効群では綬it;~，(jJ tこ3ヶnelまで
i血圧が低下したが、 1足立労務では、 iヶ月日jよlp年イィl;i:設がみ
られなかった.者気}訴と無効群で、 DBPの~gJ合{立、指数tit
の有効感有訟による効巣は箆られなかったが、 1支給1ml鼠
廷の場合、有効群と無効若干で、 Jfn夜!低下の変化;二議いが
あることがが唆された. 3)開始丹にSBI主主140mmH誌のJfjL
圧がコントロールされていない者が42人(40.4%)いたが、
3 ヶ月 t~Hこはそのうちの38.1% が140mn汁19未満に改絡し
た. 4) I~年度部治機 qJ で、歩数)ti'が奇効と感じる者の
64.0%が自襟血症を逮j成していた. tJ.I:界的にlJiL在コント
ロールが惑いと替われている中で約4舗の人のl訟庄が改饗
したことは意識のあることである. [まとめ}詩!王制だ
けではコントロ}ルできないおにも i選問のメモワ -H7J~
数討を携指すゐ事i立、回線をもってj'!E動する事ができ、
運動継絞に影響し、 iヨ様収縮j場IJlt筏迷成に紫獄する挙が
ヨミ殺された.'lド数貯は、 Ul1.I:1" 1mへの文緩機器として犠
綴的に穂mする惑は帯用と足1、われた.
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